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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤粒子、架橋剤、塩基性化合物及び水を含む水性着色剤分散体であって、
　前記着色剤粒子が、少なくとも下記一般式（１）で表される繰り返し単位を有する樹脂
（Ｐ）を含み、
　前記架橋剤が、イソシアネート基、アジリジン基、カルボジイミド基、オキセタン基、
オキサゾリン基及びエポキシ基からなる群から選ばれる少なくとも一種の基を含む、水性
着色剤分散体水性着色剤分散体。
一般式（１）
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【化１】

［一般式（１）において、Ｒ１１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、
それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、カチオン性の２価の連結基を表し、Ｙ－

は、アニオン性の１価の基を表す。］
【請求項２】
　一般式（１）におけるＸ＋が下記一般式（２）又は下記一般式（３）で表される２価の
連結基である、請求項１に記載の水性着色剤分散体。
一般式（２）
【化２】

［一般式（２）において、Ｒ２１及びＲ２２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
 
一般式（３）

【化３】

［一般式（３）において、Ｒ３１及びＲ３２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
【請求項３】
　一般式（１）におけるＸ＋が前記一般式（３）で表される２価の連結基である、請求項
２に記載の水性着色剤分散体。
【請求項４】
　樹脂（Ｐ）の重量平均分子量が５，０００～２０，０００である、請求項１～３いずれ
か１項に記載の水性着色剤分散体。
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【請求項５】
　樹脂（Ｐ）の酸価が１２０～３５０ｍｇＫＯＨ／ｇである、請求項１～４いずれか１項
に記載の水性着色剤分散体。
【請求項６】
　樹脂（Ｐ）が、さらに、炭素原子数１～６のアルキレンオキシ基及びカルボキシル基を
有する請求項１～５いずれか１項に記載の水性着色剤分散体。
【請求項７】
　動的光散乱法による体積メディアン径が２０～１００ｎｍである、請求項１～６いずれ
か１項に記載の水性着色剤分散体。
【請求項８】
　着色剤粒子が、樹脂（Ｐ）が着色剤表面に吸着し、かつ、着色剤粒子中の着色剤に対す
る樹脂（Ｐ）の吸着量（未中和樹脂吸着率）が３０質量％以上の着色剤粒子である、請求
項１～７いずれか１項に記載の水性着色剤分散体。
【請求項９】
　文具用着色剤、塗料用着色剤、印刷インク用着色剤、電子写真用着色剤、インクジェッ
トインク用着色剤又は捺染剤用着色剤に用いられる、請求項１～８のいずれか１項に記載
の水性着色剤分散体。
【請求項１０】
　請求項１～９いずれか１項に記載の水性着色剤分散体を含む、インクジェット記録用イ
ンク。
【請求項１１】
　下記工程が順次行われることを特徴とする水性着色剤分散体の製造方法。
工程１）着色剤、下記一般式（１）で表される繰り返し単位と炭素原子数１～６のアルキ
レンオキシ基とカルボキシル基とを有する樹脂（Ｐ）、水溶性無機塩、及び水溶性有機溶
剤を含有する混合物を混練して微細化する工程
工程２）水溶性無機塩及び水溶性有機溶剤を除去する工程
工程３）塩基性化合物及び水を添加して樹脂（Ｐ）のカルボキシル基を中和する工程
工程４）イソシアネート基、アジリジン基、カルボジイミド基、オキセタン基、オキサゾ
リン基及びエポキシ基からなる群から選ばれる少なくとも一種の基を含む架橋剤を添加し
て架橋剤と樹脂（Ｐ）とを架橋させる工程
一般式（１）
【化４】

［一般式（１）において、Ｒ１１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、
それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、カチオン性の２価の連結基を表し、Ｙ－

は、アニオン性の１価の基を表す。］
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い溶剤とが共存しても分散安定性及び印刷性
に優れる水性着色剤分散体、水性着色剤分散体の製造方法、及びインクジェット記録用イ
ンクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式は、非常に微細なノズルからインク液滴を記録媒体に直接吐出
し、付着させて、文字や画像を得る記録方式である。この方式は、フルカラー化が容易で
、かつ安価であり、記録媒体として普通紙が使用可能、被印字物に対して非接触、という
数多くの利点があるため普及が著しく、特に安全性と環境負荷の少なさから水性インクが
主流となっている。
【０００３】
　近年、低吸液性のコート紙、又はポリ塩化ビニル樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリエス
テル樹脂等の非吸液性樹脂のフィルムを用いた商業印刷向けの記録媒体への印刷のニーズ
が高まっている。一般に、基材に水性インクが着弾した後の乾燥機構は、基材への浸透と
蒸発とに分類され、浸透の寄与が非常に大きいことが知られている。したがって、低吸液
性のコート紙、又はポリ塩化ビニル樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリエステル樹脂等の非
吸液性樹脂のフィルムは、水性インクの浸透が遅く、これらの基材に対して、水性インク
を用いた印刷を良好に実施することは難しかった。また、水性インクは、ノズルの乾燥防
止を目的として、沸点が高く、かつ水への溶解性が高い水溶性溶剤を添加する必要があり
、溶剤インクやＵＶインクを使用した場合と比べて、乾燥性に劣り印刷速度が著しく低下
してしまうという課題があった。
【０００４】
　そこで、これらの課題を解決するには、浸透性が高く、かつ沸点が高い水溶性溶剤をイ
ンクに添加し、インクの乾燥性の向上を図る方法が考えられる。例えば、特許文献１には
、ポリシロキサン系界面活性剤と特定の沸点及び表面張力を有する有機溶剤とを含む水性
インクが開示されている。また、特許文献２には、特定構造の親水性モノマーを含む水不
溶性ポリマーと、特定の沸点を有する有機溶媒とを組み合わせた水性インクが開示されて
いる。また、特許文献３には、ベタイン構造を有する界面活性剤を用いた、水性インクが
開示されている。
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１～３に記載の技術は、使用する水溶性溶剤に制限があり
、近年の多様な要求特性を満足しうるインク設計を行う上で問題があった。また、使用す
る着色剤や溶剤種によっては、分散安定性及び印刷性が不十分であった。即ち、浸透性の
高い溶剤と、沸点が高い溶剤とが共存してもより分散安定性及び印刷性に優れる水性着色
剤分散体、水性着色剤分散体の製造方法、及びインクジェット記録用インクの提供が望ま
れていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－２０５７６８号公報
【特許文献２】特開２０１４－１３９２９８号公報
【特許文献３】特開２０１５－０６７７７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、低吸液性の記録媒体用に好適に使用され、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い
溶剤とが共存してもより分散安定性及び印刷性に優れる水性着色剤分散体、水性着色剤分
散体の製造方法、及びインクジェット記録用インクを提供すること課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記目的は、以下の本発明によって達成される。
【０００９】
　即ち本発明は、着色剤粒子、塩基性化合物及び水を含む水性着色剤分散体であって、
前記着色剤粒子が、少なくとも下記一般式（１）で表される繰り返し単位を有する樹脂（
Ｐ）を含む、水性着色剤分散体に関する。
一般式（１）
【化１】

［一般式（１）において、Ｒ１１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、
それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、カチオン性の２価の連結基を表し、Ｙ－

は、アニオン性の１価の基を表す。］
【００１０】
　また、本発明は、一般式（１）におけるＸ＋が下記一般式（２）又は下記一般式（３）
で表される２価の連結基である、前記水性着色剤分散体に関する。
一般式（２）
【化２】

［一般式（２）において、Ｒ２１及びＲ２２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
 
一般式（３）

【化３】

［一般式（３）において、Ｒ３１及びＲ３２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
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　また、本発明は、一般式（１）におけるＸ＋が前記一般式（３）で表される２価の連結
基である、前記水性着色剤分散体に関する。
【００１２】
　また、本発明は、樹脂（Ｐ）の重量平均分子量が５，０００～２０，０００である、前
記水性着色剤分散体に関する。
【００１３】
　また、本発明は、樹脂（Ｐ）の酸価が１２０～３５０ｍｇＫＯＨ／ｇである、前記水性
着色剤分散体に関する。
【００１４】
　また本発明は、樹脂（Ｐ）が、さらに、炭素原子数１～６のアルキレンオキシ基及びカ
ルボキシル基を有する前記水性着色剤分散体に関する。
【００１５】
　また、本発明は、さらに架橋剤を含む、前記水性着色剤分散体に関する。
【００１６】
　また、本発明は、架橋剤が、イソシアネート基、アジリジン基、カルボジイミド基、オ
キセタン基、オキサゾリン基及びエポキシ基からなる群から選ばれる少なくとも一種の基
を含む、前記水性着色剤分散体に関する。
【００１７】
　また、本発明は、動的光散乱法による体積メディアン径が２０～１００ｎｍである、前
記水性着色剤分散体に関する。
【００１８】
　また、本発明は、着色剤粒子が、樹脂（Ｐ）が着色剤表面に吸着し、かつ、着色剤粒子
中の着色剤に対する樹脂（Ｐ）の吸着量（未中和樹脂吸着率）が３０質量％以上の着色剤
粒子である、前記水性着色剤分散体に関する。
【００１９】
　また、本発明は、文具用着色剤、塗料用着色剤、印刷インク用着色剤、電子写真用着色
剤、インクジェット記録用インク用着色剤又は捺染剤用着色剤に用いられる、前記水性着
色剤分散体に関する。
【００２０】
　また、本発明は前記水性着色剤分散体を含む、インクジェット記録用インクに関する。
【００２１】
　さらに、本発明は、下記工程が順次行われることを特徴とする前記水性着色剤分散体の
製造方法に関する。
工程１）着色剤、下記一般式（１）で表される繰り返し単位と炭素原子数１～６のアルキ
レンオキシ基とカルボキシル基とを有する樹脂（Ｐ）、水溶性無機塩、及び水溶性有機溶
剤を含有する混合物を混練して微細化する工程
工程２）水溶性無機塩及び水溶性有機溶剤を除去する工程
工程３）塩基性化合物及び水を添加して樹脂（Ｐ）のカルボキシル基を中和する工程
工程４）架橋剤を添加して架橋剤と樹脂（Ｐ）とを架橋させる工程
一般式（１）
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【化４】

［一般式（１）において、Ｒ１１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、
それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、カチオン性の２価の連結基を表し、Ｙ－

は、アニオン性の１価の基を表す。］
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い溶剤とが共存してもより分散安定性
及び印刷性に優れる水性着色剤分散体、水性着色剤分散体の製造方法、及びインクジェッ
ト記録用インクが提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
＜水性着色剤分散体＞
　本発明の水性着色剤分散体は、　着色剤粒子、塩基性化合物及び水を含む水性着色剤分
散体であって、前記着色剤粒子が、少なくとも上述の一般式（１）で表される繰り返し単
位を有する樹脂（Ｐ）を含む、水性着色剤分散体であることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の水性着色剤分散体は、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い溶剤とが共存してもよ
り分散安定性及び印刷性に優れる効果を有する。その理由は定かではないが、以下のよう
に考えられる。水性着色剤分散体が着色剤粒子、塩基性化合物及び水を含み、着色剤粒子
が、少なくとも一般式（１）で表される繰り返し単位を有する樹脂（Ｐ）を含むことで、
着色剤への電荷の付与が効果的に行われ、また、樹脂（Ｐ）が着色剤をより強固に被覆す
ることができる。これによって、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い溶剤とが共存しても、
安定な分散体の提供が可能になる。また、樹脂（Ｐ）が着色剤を強固に被覆しているため
、経時での安定性にも優れ、従来無しえなかった、分散安定性と印刷性との両立が達成で
きる。
【００２５】
　以下、本発明の構成要件について詳細に説明する。
　なお、本願では、「（メタ）アクリロイル」、「（メタ）アクリル」、「（メタ）アク
リル酸」、又は「（メタ）アクリレート」と表記した場合には、特に説明がない限り、そ
れぞれ、「アクリロイル及び／又はメタクリロイル」、「アクリル及び／又はメタクリル
」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、又は「アクリレート及び／又はメタクリレ
ート」を表すものとする。また、本明細書に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデックス
（Ｃ．Ｉ．）を意味する。
【００２６】
＜着色剤粒子＞
　本発明の着色剤粒子は、着色剤の他に、少なくとも下記一般式（１）で表される繰り返
し単位を有する樹脂（Ｐ）を含む。
【００２７】
＜一般式（１）で表される繰り返し単位を含む樹脂（Ｐ）＞
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　本発明の樹脂（Ｐ）は一般式（１）で表される繰り返し単位を有し、同一分子内にカチ
オン性部位とアニオン性部位を含む両性イオン構造を有する。
【００２８】
一般式（１）
【化５】

［一般式（１）において、Ｒ１１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、
それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、カチオン性の２価の連結基を表し、Ｙ－

は、アニオン性の１価の基を表す。］
【００２９】
（Ｒ１２及びＲ１３：２価の連結基）
　一般式（１）Ｒ１２及びＲ１３における２価の連結基としては、
２価の炭化水素基、２価の炭化水素基と炭素原子及び水素原子以外の原子を含む連結基と
を組み合わせてなる基、又は、これらの基の水素原子の一部がハロ基で置換された基等を
挙げることができる。なお、ハロ基としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素
原子が挙げられる。このような２価の連結基としては、例えば、炭素数１～１０のアルカ
ンジイル基、炭素数６～２０のアリーレン基、炭素数７～２０のアリーレンアルカンジイ
ル基、又は、炭素数１～１０のアルカンジイル基及び炭素数６～２０のアリーレン基から
選ばれる少なくとも１種と、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲｂ－（Ｒｂは水素
原子又は炭素数１～８のアルキル基を示す。）及び－ＳＯ2－から選ばれる少なくとも１
種とを組み合わせてなる基等が挙げられる。 
【００３０】
　炭素数１～１０のアルカンジイル基は、直鎖でも分岐鎖でもよく、例えば、メチレン基
、エチレン基、エタン－１，１－ジイル基、プロパン－１，１－ジイル基、プロパン－１
，２－ジイル基、プロパン－１，３－ジイル基、プロパン－２，２－ジイル基、ブタン－
１，２－ジイル基、ブタン－１，３－ジイル基、ブタン－１，４－ジイル基、ペンタン－
１，４－ジイル基、ペンタン－１，５－ジイル基、ヘキサン－１，５－ジイル基、ヘキサ
ン－１，６－ジイル基、オクタン－１，８－ジイル基、デカン－１，１０－ジイル基等の
炭素数１～１０のアルカンジイル基を挙げることができる。
【００３１】
　炭素数６～１０アリーレン基としては、フェニレン基、ナフチレン基、ビフェニレン基
、アントリレン基等を挙げることができる。
【００３２】
　アリーレンアルカンジイル基とは、アリーレン基とアルカンジイル基とを組み合わせて
なる２価の基であり、例えば、フェニレンメチレン基、フェニレンジメチレン基、フェニ
レントリメチレン基、フェニレンテトラメチレン基、フェニレンペンタメチレン基、フェ
ニレンヘキサメチレン基等のフェニレンＣ1-6アルカンジイル基を挙げることができる。 
【００３３】
　また、炭素数１～１０のアルカンジイル基及び炭素数６～２０のアリーレン基から選ば
れる少なくとも１種と、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲｂ－（Ｒｂは水素原子
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を組み合わせてなる基としては、炭素数１～１０のアルカンジイル基及び炭素数６～２０
のアリーレン基から選ばれる少なくとも１種と、－Ｏ－、－ＣＯＯ－及び－ＳＯ２－から
選ばれる少なくとも１種とを組み合わせてなる基が好ましく、炭素数１～１０のアルカン
ジイル基及び炭素数６～２０のアリーレン基から選ばれる少なくとも１種と、－Ｏ－及び
－ＳＯ２－から選ばれる少なくとも１種とを組み合わせてなる基がより好ましい。なお、
Ｒｂに係る炭素数１～８のアルキル基の具体例は、例えば、メチル基、エチル基、プロピ
ル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、sec－ブチル基、tert－ブチル基、ヘ
キシル基、ヘプチル基、オクチル基等を挙げることができる。 
【００３４】
　Ｒ１２における２価の連結基としては、炭素数１～１０のアルカンジイル基、炭素数６
～２０のアリーレン基、又は、炭素数１～１０のアルカンジイル基及び炭素数６～２０の
アリーレン基から選ばれる少なくとも１種と、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ
ｂ－及び－ＳＯ２－から選ばれる少なくとも１種とを組み合わせてなる基が好ましく、炭
素数６～１０のアリーレン基、又は、炭素数１～８のアルカンジイル基及び炭素数６～１
０のアリーレン基から選ばれる少なくとも１種と－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲｂ－及
び－ＳＯ２－から選ばれる少なくとも１種とを組み合わせてなる基がより好ましく、特に
好ましくは、炭素数１～８のアルカンジイル基と、－ＣＯＯ－又は－ＣＯＮＲｂ－と、を
組み合わせてなる基である。
　中でも、Ｒ１２における２価の連結基としては、－ＣＯＯＣＨ２ＣＨ２－＊、－ＣＯＮ
ＨＣＨ２ＣＨ２－＊が最も好ましい。＊は、Ｘ＋との結合手を表す。
【００３５】
　なお、炭素数１～１０のアルカンジイル基又は炭素数６～２０のアリーレン基がＸ＋に
結合することが好ましい。
【００３６】
　また、Ｒ１３における２価の連結基としては、炭素数１～１０のアルカンジイル基、炭
素数６～２０のアリーレン基、又は、炭素数７～２０のアリーレンアルカンジイル基が好
ましく、炭素数１～５のアルカンジイル基がより好ましく、メチレン基、エチレン基、プ
ロパン－１，３－ジイル基、ブタン－１，４－ジイル基、ペンタン－１，５－ジイル基が
更に好ましい。 
【００３７】
（Ｘ＋：カチオン性の２価の連結基）
　一般式（１）のＸ＋におけるカチオン性の２価の連結基としては、下記一般式（２）、
下記一般式（３）又は－Ｐ＋（Ｒ２０１）（Ｒ２０２）－、等で表される基が挙げられる
。Ｒ２０１及びＲ２０２は、それぞれ独立に１価の有機基を表す。
【００３８】
一般式（２）
【化６】

［一般式（２）において、Ｒ２１及びＲ２２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
【００３９】
一般式（３）
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【化７】

［一般式（３）において、Ｒ３１及びＲ３２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ１２との結合手を表し、＊２はＲ１３との結合手を表す。］
【００４０】
　Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ３１、Ｒ３２、Ｒ２０１及びＲ２０２における１価の有機基として
は、
１価の炭化水素基が挙げられ、このような１価の炭化水素基としては、１価の脂肪族炭化
水素基、１価の脂環式炭化水素基及び１価の芳香族炭化水素基のいずれであってもよい。
また、１価の脂肪族炭化水素基は、直鎖状及び分岐状のいずれの形態であってもよく、１
価の脂肪族炭化水素基及び１価の脂環式炭化水素基は、飽和炭化水素基でも不飽和炭化水
素基でもよい。なお、不飽和炭化水素基の不飽和結合の位置は、分子鎖内及び分子鎖末端
のいずれでもよく、任意の位置に有することができる。ここで、本明細書において「脂環
式炭化水素基」とは、環状構造を有さない脂肪族炭化水素基を除く概念である。また、本
明細書において「脂環式炭化水素基」、「芳香族炭化水素基」とは、環構造のみからなる
基だけでなく、当該環構造に更に２価の脂肪族炭化水素基が置換した基をも包含する概念
であり、その構造中に少なくとも脂環式炭化水素又は芳香族炭化水素を含んでいればよい
。また、１価の炭化水素基は、本発明の主旨を逸脱しない範囲内で置換基を有していても
よい。置換基の位置及び数は任意であり、置換基を２以上有する場合、当該置換基は同一
でも異なっていてもよい。置換基としては、ハロ基、シアノ基、ホルミル基、ニトロ基、
トリアルキルシリル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、複素環基等を挙げることがで
きる。ハロ基としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子を挙げることがで
きる。 
【００４１】
　１価の脂肪族炭化水素基としては、例えば、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基
が挙げられる。脂肪族炭化水素基の炭素数は、好ましくは１～３０、より好ましくは１～
２０、更に好ましくは１～１２である。アルキル基の具体例としては、例えば、メチル基
、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、sec－ブチル基、t
ert－ブチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシ
ル基、１－メチルデシル基、ドデシル基、１－メチルウンデシル基、１－エチルデシル基
、トリデシル基、テトラデシル基、tert－ドデシル基、ペンタデシル基、１－ヘプチルオ
クチル基、ヘキサデシル基、オクタデシル基等を挙げることができる。アルケニル基の具
体例としては、例えば、エテニル基、１－プロペニル基、２－プロペニル基、１－ブテニ
ル基、２－ブテニル基、１，３－ブタジエニル基、１－ペンテニル基、２－ペンテニル基
、１－ヘキセニル基、２－エチル－２－ブテニル基、２－オクテニル基、（４－エテニル
）－５－ヘキセニル基、２－デセニル基等を挙げることができる。また、アルキニル基の
具体例としては、例えば、エチニル基、１－プロピニル基、１－ブチニル基、１－ペンチ
ニル基、３－ペンチニル基、１－ヘキシニル基、２－エチル-２－ブチニル基、２－オク
チニル基、（４－エチニル）－５－ヘキシニル基、２－デシニル基等を挙げることができ
る。 
【００４２】
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　１価の脂環式炭化水素基としては、例えば、シクロアルキル基、シクロアルケニル基、
縮合多環炭化水素基、橋かけ環炭化水素基、スピロ炭化水素基、環状テルペン炭化水素基
等を挙げることができる。脂肪族炭化水素基の炭素数は、好ましくは３～３０、より好ま
しくは３～２０、更に好ましくは３～１２である。シクロアルキル基の具体例としては、
例えば、シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、ｔ
－ブチルシクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基等が挙げられ、シクロ
アルケニル基の具体例としては、例えば、１－シクロヘキセニル基等が挙げられる。また
、縮合多環炭化水素基の具体例としては、例えば、トリシクロデカニル基、デカヒドロ－
２－ナフチル基、アダマンチル基等が挙げられ、橋かけ環炭化水素基の具体例としては、
例えば、トリシクロ［５．２．１．０<2,6>］デカン－８－イル基、ペンタシクロペンタ
デカニル基、イソボニル基、ジシクロペンテニル基、トリシクロペンテニル基等が挙げら
れる。更に、スピロ炭化水素基としては、例えば、スピロ［３，４］ヘプタン、スピロ[
３，４]オクタンから水素原子を１つ除いた１価の基等が挙げられ、環状テルペン炭化水
素基としては、例えば、ｐ－メンタン、ツジャン、カラン等から水素原子を１つ除いた１
価の基等が挙げられる。 
【００４３】
　１価の芳香族炭化水素基としては、例えば、アリール基、アラルキル基等を挙げること
ができる。芳香族炭化水素基の炭素数は、好ましくは６～２０、より好ましくは６～１４
、更に好ましくは６～１０である。アリール基の具体例としては、例えば、フェニル基、
ナフチル基、アントリル基、フェナントリル基、ビフェニレン基、アズレニル基、９－フ
ルオレニル基等が挙げられ、アラルキル基としては、例えば、ベンジル基、フェネチル基
、トリチル基等が挙げられる。 
【００４４】
　Ｘ＋におけるカチオン性の二価の連結基としては、好ましくは、一般式（２）又は一般
式（３）で表される基であり、より好ましくは一般式（３）で表される基である。また、
Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ３１及びＲ３２は、好ましくは１価の脂肪族炭化水素基であり、より
好ましくはメチル基又はエチル基あり、特に好ましくはメチル基である。
【００４５】
（Ｙ－：アニオン性の１価の基）
　一般式（１）のＹ－におけるアニオン性の１価の基としては、ＣＯ２

－、ＳＯ３
－又は

Ｈ２ＰＯ４
－等が挙げられるが、原料の入手容易性及び耐熱性の観点から、ＣＯ２

－又は
ＳＯ３

－が好ましく、ＣＯ２
－が特に好ましい。

【００４６】
　樹脂（Ｐ）は、一般式（１）で表される繰り返し単位以外の、その他の繰り返し単位を
含んでもよい。その他の繰り返し単位は、炭素原子数１～６のアルキレンオキシ基及びカ
ルボキシル基を有することが好ましい。
【００４７】
　また、樹脂（Ｐ）の着色剤への吸着率を高める観点から芳香族基含有エチレン性不飽和
単量体もしくはアルキル基含有エチレン性不飽和単量体に由来する繰り返し単位を２０質
量％以上含むことが好ましい。
【００４８】
　本発明の樹脂（Ｐ）は、重量平均分子量が２，０００～７０，０００の範囲であること
が好ましく、更には、重量平均分子量が３，０００～５０，０００の範囲であることが好
ましく、重量平均分子量が５，０００～２０，０００の範囲のものが最も好ましい。樹脂
（Ｐ）の重量平均分子量が、５，０００より小さいと顔料との相互作用が低くなり、着色
剤への十分な吸着量が得られずに分散安定性が低下する。また、樹脂（Ｐ）の重量平均分
子量が、７０，０００よりも大きいと水性着色剤分散体の粘度が上昇する傾向がある。
【００４９】
　また、本発明の樹脂（Ｐ）は、酸価をもち、その範囲は５０～４００ｍｇＫＯＨ／ｇの
範囲であることが好ましく、更には、７５～３７５ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲であることが好
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酸価が５０ｍｇＫＯＨ／ｇよりも低いと水性着色剤分散体の分散安定性が低下し、インク
ジェット記録用インクの吐出安定性が悪化する傾向がある。また、酸価が４００ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇよりも高いと、顔料表面に対する樹脂（Ｐ）の吸着力が低下し、水性着色剤分散体
の保存安定性が低下する場合がある。尚、本発明における樹脂（Ｐ）の重量平均分子量や
酸価は、実施例に示す方法によって測定することができる。
【００５０】
［樹脂（Ｐ）の製造方法］
　一般式（１）で表される繰り返し単位を含む樹脂（Ｐ）は、公知の合成方法を用いて得
ることができ製造方法は特に限定されない。好ましい製造方法としては、下記方法（ｉ）
（ｉｉ）が挙げられる。
≪製造方法（ｉ）≫
　一般式（１）で表される繰り返し単位の前駆体であるエチレン性不飽和単量体（ｂ１）
と、その他エチレン性不飽和単量体（ｂ３）とを公知の重合反応により重合する方法。
≪製造方法（ｉｉ）≫
　変性種（ｂ４）と反応可能なエチレン性不飽和単量体（ｂ２）と、その他エチレン性不
飽和単量体（ｂ３）とを公知の重合反応により得られた中間体ポリマー（ａ）に、変性種
（ｂ４）を反応させる方法。
　以下に各製造方法について説明する。
【００５１】
≪製造方法（ｉ）≫
　一般式（１）で表される繰り返し単位の前駆体であるエチレン性不飽和単量体（ｂ１）
としては下記一般式（５）で表されるモノマーが挙げられる。
（エチレン性不飽和単量体（ｂ１））
一般式（５）
【００５２】
【化８】

〔一般式（５）において、Ｒ４１は、水素原子又はメチル基を表し、Ｒ４２及びＲ４３は
、それぞれ独立に、２価の連結基を表し、Ｘ＋は、下記一般式（６）又は一般式（７）で
表される基を表し、Ｙ－は、ＣＯ２

－又はＳＯ３
－を表す。〕

【００５３】
一般式（６）
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【化９】

〔一般式（６）において、Ｒ５１及びＲ５２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ４２との結合手を表し、＊２はＲ４３との結合手を表す。〕
【００５４】
一般式（７）
【化１０】

〔一般式（７）において、Ｒ６１及びＲ６２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
＊１はＲ４２との結合手を表し、＊２はＲ４３との結合手を表す。〕
【００５５】
一般式（５）のＲ４２及びＲ４３における２価の連結基は、一般式（１）のＲ１２及びＲ
１３における２価の連結基と同義である。
【００５６】
一般式（６）のＲ５１及びＲ５２における１価の有機基は、一般式（２）のＲ２１及びＲ
２２における１価の有機基と同義である。
【００５７】
一般式（７）のＲ６１及びＲ６２における１価の有機基は、一般式（３）のＲ３１及びＲ
３２における１価の有機基と同義である。
【００５８】
一般式（５）で表される化合物としては例えば以下の（５－１～５－２４）のような化合
物が挙げられる。
【００５９】
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【化１１】

  
【００６０】
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【化１２】

  
【００６１】
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【化１３】

  
【００６２】
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【化１４】

 
【００６３】
　中でも化合物（５－１）、（５－２）、（５－９）、（５－１０）、（５－１７）、（
５－１８）、（５－２１）、（５－２２）が好ましく、より好ましくは（５－１）、（５
－９）、（５－１７）、（５－１８）、（５－２１）、（５－２２）であり、さらに好ま
しくは（５－１７）、（５－１８）、（５－２１）、（５－２２）であり、最も好ましく
は（５－１７）である。
【００６４】
（その他エチレン性不飽和単量体（ｂ３））
　その他エチレン性不飽和単量体（ｂ３）は従来公知の単量体から選択することができ、
（メタ）アクリレート単量体であることが好ましい。中でも、炭素原子数１～６のアルキ
レンオキシ基含有単量体（以下、単量体Ａとする）又はカルボキシル基含有単量体（以下
、単量体Ｂとする）を含むことがより好ましい。
【００６５】
≪単量体Ａ≫
　本発明で好適に使用される単量体Ａとしては、具体的には、下記一般式（４）で表され
るものが好ましい。これらは溶媒揮発時のインク粘度を低くし、低吸液性基材への印字性
を向上させ、水性着色剤分散体及び、それを用いたインクジェット記録用インクの保存安
定性及び吐出性を向上させる効果がある。
【００６６】
一般式（４）

【化１５】

【００６７】
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［一般式（４）中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数１～６のアルキレ
ン基を示し、Ｒ３は水素原子、炭素数１以上２０以下のアルキル基又は水素原子が炭素数
１以上９以下のアルキル基で置換されていてもよいフェニル基を示し、ｍはアルキレンオ
キシ基の平均付加モル数を示し、１以上１００以下の数である。］
【００６８】
　上記一般式（４）において、Ｒ1は水素原子又はメチル基であり、水性着色剤分散体の
分散安定性及びそれを用いたインクジェット記録用インクの保存安定性を向上させる観点
から、メチル基が好ましい。Ｒ２は炭素原子数１～６のアルキレン基であり、未中和樹脂
のインク中での水及び水溶性溶剤との親和性向上に寄与する。また、水性着色剤分散体で
は、アルキレンオキシ基がインク中で拡がりを持ち、立体障害基として働き、水性着色剤
分散体の安定化に寄与する。工業的な観点より、エチレンオキシ基が特に好ましい。Ｒ３

は水素原子、炭素数１ 以上２０以下のアルキル基又は水素原子が炭素数１以上９以下の
アルキル基で置換されていてもよいフェニル基であり、水性着色剤分散体の分散安定性及
びそれを用いたインクジェット記録用インクの保存安定性を向上させる観点から、水素原
子、炭素数１以上２０以下のアルキル基が好ましく、炭素数１以上３以下のアルキル基が
より好ましく、メチル基が更に好ましい。
【００６９】
　上記一般式（４）において、ｍは１以上１００以下である。ｍは溶媒揮発時のインク粘
度を低くし、疎水性の高い基材への印字性を向上させ、顔料インクの保存安定性及び吐出
性を向上させる観点から、４以上が好ましく、９以上が更に好ましい。また、ｍは、７０
以下が好ましく、４０以下がより更に好ましい。また、ｍが９～４０の範囲にあると、水
性着色剤分散体並びにそれを用いたインクジェット記録用インク製造時の分散安定性が向
上するため好ましい。
【００７０】
　上記一般式（４）で表されるモノマーの好適例としては、ポリエチレングリコールモノ
（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、オ
クトキシポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、及びステアロキシポリエチ
レングリコールモノ（メタ）アクリレートから選ばれる１種又は２種以上が挙げられるが
、上記観点よりメトキシポリエチレングリコールモノメタクリレートが最も好ましい。商
業的に入手しうる一般式（４）のモノマーの具体例としては、ブレンマーＰＭＥ１００、
同ＰＭＥ４００、同ＰＭＥ１０００（以上、日油株式会社製）が挙げられる。
【００７１】
≪単量体Ｂ≫
　本発明で好適に使用される単量体Ｂとしては、具体例としては、マレイン酸、フマル酸
、イタコン酸、シトラコン酸、又は、これらのアルキルもしくはアルケニルモノエステル
、フタル酸β－（メタ）アクリロキシエチルモノエステル、イソフタル酸β－（メタ）ア
クリロキシエチルモノエステル、テレフタル酸β－（メタ）アクリロキシエチルモノエス
テル、コハク酸β－（メタ）アクリロキシエチルモノエステル、アクリル酸、メタクリル
酸、クロトン酸、けい皮酸などが挙げられる。保存安定性の向上をより高度に図るために
は、カルボキシル基含有（メタ）アクリレートが好ましく、この中でもアクリル酸やメタ
クリル酸を含む事がより好しい。カルボキシル基をもつことで、着色剤に吸着した樹脂（
Ｐ）が、塩基性化合物などで中和されイオン化させた際に電荷反発の効果を得ることがで
き、水性溶媒中で着色剤粒子同士の電荷反発が起こり、水性着色剤分散体の分散安定性が
向上する。
【００７２】
≪その他単量体≫
　樹脂（Ｐ）は、その他エチレン性不飽和単量体（ｂ３）として、単量体Ａ、単量体Ｂの
他に、アルキル基含有エチレン性不飽和単量体、水酸基含有エチレン性不飽和単量体、窒
素含有エチレン性不飽和単量体、芳香環基含有エチレン性不飽和単量体等を含んでいても
構わない。以下に具体例を挙げて説明する。
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【００７３】
（アルキル基含有エチレン性不飽和単量体）
　メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリ
レート、ブチル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ウンデシル（メタ
）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、テ
トラデシル（メタ）アクリレート、ペンタデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（
メタ）アクリレート、ヘプタデシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレ
ート、イソステアリル（メタ）アクリレート、もしくはベヘニル（メタ）アクリレート等
が挙げられる。
【００７４】
（水酸基含有エチレン性不飽和単量体）
　水酸基含有エチレン性不飽和単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）ア
クリレート、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、４ －ヒドロキシビニルベンゼン
等が挙げられる。
【００７５】
（窒素含有エチレン性不飽和単量体）
　窒素含有エチレン性不飽和単量体としては、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレー
ト、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、メチルエチルアミノエチル（メタ）ア
クリレート、ジメチルアミノスチレン、ジエチルアミノスチレン、（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル－（メタ）アクリルア
ミド等のモノアルキロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ ，Ｎ－ジ（メチロール）アクリ
ルアミド、Ｎ－メチロール－Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ ，Ｎ－ジ
（メトキシメチル）アクリルアミド等が挙げられる。
【００７６】
（芳香環基含有エチレン性不飽和単量体）
　芳香環基含有エチレン性不飽和単量体としては、スチレン、α -メチルスチレン、2-メ
チルスチレン、クロロスチレン、ベンジル（メタ）アクリレート、ビニルナフタレン、ビ
ニルカルバゾール等が挙げられる。
【００７７】
　樹脂（Ｐ）中に、上記芳香環基含有エチレン性不飽和単量体やアルキル系エチレン性不
飽和単量体を含む事で、樹脂（Ｐ）が親疎水相互作用によって顔料への高い親和性を得る
事ができ、顔料に対して良好な吸着状態を形成する事が可能となる。このような観点から
、樹脂（Ｐ）は芳香環基含有エチレン性不飽和単量体やアルキル系エチレン性不飽和単量
体を含むことが好ましく、その中でもベンジル（メタ）アクリレート、炭素数が１０以上
のアルキル系エチレン性不飽和単量体を含むことがより好ましく、ベンジル（メタ）アク
リレート、ベヘニルアクリレートの少なくとも１つを含むことが特に好ましい。
【００７８】
　樹脂（Ｐ）において、上記一般式（１）で表される繰り返し単位の総含有量は、特に制
限はないが、樹脂（Ｐ）に含有される全繰り返し単位を１００質量％とした場合に、着色
剤の微細化とインクの経時安定性の観点から、上記一般式（１）で表される繰り返し単位
の総含有量は、５質量％以上であることが好ましく、１０～５０質量％であることがより
好ましく、２０～４０質量％であることが特に好ましい。
【００７９】
　樹脂（Ｐ）における、それぞれの単量体量としては、樹脂（Ｐ）中の単量体Ａに由来す
る構成単位の含有量は得られるインクジェット記録用インクの印刷適性の観点から５～５
０質量％が好ましく、５～４０質量％がさらに好ましく、５～３０質量％が特に好ましい
。
【００８０】
　樹脂（Ｐ）中の単量体Ｂに由来する構成単位の含有量は、得られる水性着色剤分散体の



(20) JP 6954034 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

保存安定性の観点から５～５０質量％が好ましく、５～４０質量％がさらに好ましく、５
～３０質量％が特に好ましい。
【００８１】
≪製造方法（ｉｉ）≫
　変性種（ｂ４）と反応可能なエチレン性不飽和単量体（ｂ２）としては、下記一般式（
８）で表されるモノマー等が挙げられる。
【００８２】
（エチレン性不飽和単量体（ｂ２））
一般式（８）
【化１６】

〔一般式（８）において、
　Ｒ７１は、水素原子又はメチル基を表し、Ｒ７２は、２価の有機基を表す。
　Ｚは、－Ｎ（Ｒ７３）（Ｒ７４）、又は－Ｐ（Ｒ７５）（Ｒ７６）、又は下記一般式（
９）で表される基を表し、　Ｒ７３～Ｒ７６は、それぞれ独立に、１価の有機基を示す。
〕
【００８３】
一般式（９）
【化１７】

［一般式（９）において、Ｒ８１及びＲ８２は、それぞれ独立に、１価の有機基を表す。
]
【００８４】
　一般式（８）のＲ７２における２価の有機基は、一般式（１）のＲ１２における２価の
連結基と同義である。
　一般式（８）のＲ７３～Ｒ７６における１価の有機基は、一般式（２）及び（３）にお
ける１価の有機基と同義である。
　一般式（９）のＲ８１及びＲ８２における１価の有機基は、一般式（３）のＲ３１及び
Ｒ３２における１価の有機基と同義である。
【００８５】
　一般式（８）で表されるエチレン性不飽和単量体（ｂ２）の具体例としては、
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Ｎ ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル
（
メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－
ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ルメタクリレート、１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジルメタクリレート等の二
級又は三級アミノ基を有する（メタ）アクリレート類；
Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、及
びＮ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等の三級アミノ基を有する（
メタ）アクリルアミド類；
等が挙げられ、好ましくはＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ
－ジエチルアミノエチル（メタアクリレート）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ
）アクリルアミド、１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジルメタクリレートであり
、特に好ましくは１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジルメタクリレートである。
【００８６】
（その他のエチレン性不飽和単量体（ｂ３））
　その他のエチレン性不飽和単量体（ｂ３）は、製造方法（ｉ）におけるエチレン性不飽
和単量体（ｂ３）と同義である。
【００８７】
（変性種（ｂ４））
　変性種（ｂ４）としては、重合中間ポリマー（ａ）の構成モノマーである一般式（８）
中のＺと反応が可能であり、反応後、一般式（１）の構造を与えるものであれば特に制限
はなく、例えば下記一般式（１０）で示される化合物、又は下記一般式（１１）で示され
る化合物などがあげられる。
【００８８】
一般式（１０）　　Ｘ－（ＣＨ２）ｎ－Ｑ
［一般式（１０）中、Ｘはハロゲン原子を表し、ｎは１～４の整数を表し、ＱはＣＯ２

－

、ＳＯ３
－又はＰＯ４

－を表す。］
【００８９】
一般式（１１）
【化１８】

［一般式（１１）中、Ｒ１０１は炭素又はＳ＝Ｏを表し、ｎは２～６の整数を表す。］
【００９０】
　一般式（１０）で表される化合物としては
例えばクロロ酢酸、フッ化酢酸、ブロモ酢酸、ヨード酢酸、クロロプロピオン酸、フッ化
プロピオン酸、ブロモプロピオン酸、ヨードプロピオン酸、クロロブタン酸、フッ化ブタ
ン酸、ブロモブタン酸、ヨードブタン酸
クロロメタンスルホン酸、フッ化メチルスルホン酸、ブロモメタンスルホン酸、ヨードメ
タンスルホン酸、クロロプロパンスルホン酸、フッ化プロパンスルホン酸、ブロモプロパ
ンスルホン酸、ヨードプロパンスルホン酸、クロロブタンスルホン酸、フッ化ブタンスル
ホン酸、ブロモブタンスルホン酸、ヨードブタンスルホン酸
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クロロメタンホスホン酸、フッ化メチルホスホン酸、ブロモメタンホスホン酸、ヨードメ
タンホスホン酸、クロロプロパンホスホン酸、フッ化プロパンホスホン酸、ブロモプロパ
ンホスホン酸、ヨードプロパンホスホン酸、クロロブタンホスホン酸、フッ化ブタンホス
ホン酸、ブロモブタンホスホン酸、ヨードブタンホスホン酸
等が挙げられるが、
ブロモ酢酸、クロロプロピオン酸、クロロ酢酸が好ましく、中でもクロロ酢酸が特に好ま
しいものとして挙げられる。
【００９１】
　一般式（１１）で表される化合物としては
例えばプロパンスルトン、ブタンスルトン、α-アセトラクトン、β-プロピオラクトン、
γ-ブチロラクトン及びδ-バレロラクトンε-カプロラクトン等が挙げられるが、中でも
プロパンスルトン、ブタンスルトンが好ましい。
【００９２】
＜樹脂（Ｐ）及び中間ポリマー（ａ）の合成方法＞
　次に、樹脂（Ｐ）及び中間ポリマー（ａ）の製造方法について説明する。
前記樹脂（Ｐ）及び中間ポリマー（ａ）は、塊状重合法、溶液重合法、懸濁重合法、乳化
重合法等の公知の重合法により、前述したモノマー混合物を共重合させることによって製
造される。これらの重合法の中では、溶液重合法が好ましい。溶液重合法で用いる溶媒と
しては、特に限定されないが、極性有機溶媒が好ましい。極性有機溶媒が水混和性を有す
る場合には、水と混合して用いることもできる。極性有機溶媒としては、例えば、メタノ
ール、エタノール、プロパノール、ブタノール等の炭素数１ ～ ４ の脂肪族アルコール
； アセトン、メチルエチルケトン等のケトン類； 酢酸エチル等のエステル類等が挙げら
れる。これらの中では、ジエチレングリコール、メタノール、エタノール、１－ブタノー
ル、アセトン、メチルエチルケトン又はこれらの１ 種以上と水との混合溶媒が好ましい
。なお、後述するが本発明では摩砕混練方法によって着色剤粒子を得ることが好ましく、
その場合は、樹脂（Ｐ）及び中間ポリマー（ａ）は摩砕混練方法で使用される水溶性有機
溶剤中で合成するか、合成溶媒を除き溶剤を含まないことが好ましい。重合の際には、２
，２'－アゾビスイソブチロニトリル、２，２'－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニト
リル） 等のアゾ化合物や、ｔ－ブチルペルオキシオクトエート、ジベンゾイルオキシド
等の有機過酸化物等の公知のラジカル重合開始剤を用いることができる。ラジカル重合開
始剤の量は、モノマー混合物１モルあたり、好ましくは０．００１～５モル、より好まし
くは０．０１～２モルである。重合の際には、さらに、オクチルメルカプタン、２－メル
カプトエタノール等のメルカプタン類、チウラムジスルフィド類等の公知の重合連鎖移動
剤を添加してもよい。
【００９３】
　樹脂（Ｐ）の重合条件は、使用する重合開始剤、モノマー、溶媒の種類等によって異な
るので一概には決定することができない。通常、重合温度は、好ましくは３０～１５０℃
、より好ましくは５０～１３０℃であり、重合時間は、好ましくは１～２０時間である。
また、重合雰囲気は、窒素ガス雰囲気、アルゴン等の不活性ガス雰囲気であることが好ま
しい。重合反応の終了後、必要に応じて反応溶液から再沈澱、溶媒留去等の公知の方法に
より、生成した樹脂（Ｐ）を単離することができる。また、得られた樹脂（Ｐ）は、再沈
澱を繰り返したり、膜分離、クロマトグラフ法、抽出法等により、未反応のモノマー等を
除去して精製することができる。
【００９４】
　本発明の樹脂（Ｐ）は、単独で使用しても良いし、別の樹脂を併用して使用しても良い
。併用する樹脂は、カルボキシル基を持つことが好ましく、例えば、アクリル樹脂、スチ
レンアクリル樹脂、マレイン酸樹脂、スチレンマレイン酸樹脂、αオレフィンマレイン酸
樹脂、ウレタン樹脂、エステル樹脂等が挙げられる。なかでも、αオレフィンマレイン酸
樹脂を併用することが好ましい。疎水性の高いαオレフィンマレイン酸樹脂を併用するこ
とで、着色剤への樹脂吸着量が向上し、水性着色剤分散体及びインクジェット記録用イン
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クの分散安定性が向上する。
【００９５】
＜着色剤＞
　着色剤粒子を得るための着色剤としては特に制限はなく、顔料、疎水性染料、水溶性染
料（酸性染料、反応染料、直接染料等）等を用いることができるが、耐水性、保存安定性
及び耐擦過性の観点から、顔料及び疎水性染料が好ましい。顔料は、無機顔料及び有機顔
料のいずれであってもよい。また、必要に応じて、それらと体質顔料（シリカ、炭酸カル
シウム、タルク等）を併用することもできる。無機顔料としては、例えば、カーボンブラ
ック、金属酸化物、金属硫化物、金属塩化物等が挙げられる。これらの中では、特に黒色
水性インクにおいては、カーボンブラックが好ましい。カーボンブラックとしては、ファ
ーネスブラック、サーマルランプブラック、アセチレンブラック、チャンネルブラック等
が挙げられる。有機顔料としては、例えば、アゾ顔料、ジアゾ顔料、フタロシアニン顔料
、キナクリドン顔料、イソインドリノン顔料、ジオキサジン顔料、ペリレン顔料、ペリノ
ン顔料、チオインジゴ顔料、アンソラキノン顔料、キノフタロン顔料等が挙げられる。
【００９６】
　具体的には、例えば、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　1、２、３、４、５、６、７、９、１０、１４、１７
、２２、２３、３１、３２、３８、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４
９、４９：１、４９：２、５２：１、５２：２、５３：１、５７：１、６０：１、６３：
１、６６、６７、８１：１、８１：２、８１：３、８３、８８、９０、１０５、１１２、
１１９、１２２、１２３、１４４、１４６、１４７、１４８、１４９、１５０、１５５、
１６６、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７５、１７６、１７７、１７８、
１７９、１８４、１８５、１８７、１８８、１９０、２００、２０２、２０６、２０７、
２０８、２０９、２１０、２１６、２２０、２２４、２２６、２４２、２４６、２５４、
２５５、２６４、２６６、２６９、２７０、２７２、２７９、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ １、２、３、４、５、６、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１
、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２
、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８、
１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３、
１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、
１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、
１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９９、２１３、２１４、
Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｏｒａｎｇｅ ２、５、１３、１６、１７：１、３１、３４、
３６、３８、４３、４６、４８、４９、５１、５２、５５、５９、６０、６１、６２、６
４、７１、７３、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、１０、３６、３７、５８、６２、６３、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、２、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１
５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４、６６、７９、７９、８０
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１、１９、２３、２７、３２、３７、４２Ｃ．
Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｒｏｗｎ　２５、２８
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ １、７等を挙げることができる。
【００９７】
　これらの中で好ましく用いることができる顔料として、以下のものを挙げることができ
る。
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、５７：１
、１２２，１４６、１４７、１４８、１５０、１７０、１７６、１７７、１８４、１８５
、２４２、２５４、２５５、２６４、２６６、２６９、
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Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２、１３、１４、１７、７４、８３、１０８
、１０９、１２０、１５０、１５１、１５４、１５５、１８０、１８５、２１３
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　３６，３８、４３、６４
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、３６、３７、５８、６２、６３、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：１、１５：３、１５：６、１６、２２、６０
、６６、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９、２３、３２、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｒｏｗｎ　２５、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　１、７
　これらの顔料であれば、インクジェット記録用インクとして十分な色再現性及び（又は
）耐光性を保持することができる。但し、本発明においてはこれらに限定されるものでは
ない。
【００９８】
　微細化する顔料の平均一次粒子径は、用途により変動し得るが、通常５～１，０００ｎ
ｍである。ここで用いる顔料は、通常、未処理の粗顔料が用いられるが、何らかの処理工
程を経た顔料を用いてもよい。また、用いる顔料は、単一種類でも複数種類でもよい。
【００９９】
＜着色剤粒子の製造方法＞
　本発明の着色剤粒子は、具体的には、以下の工程（１）及び工程（２）を順次行うこと
で得ることが好ましい。
「工程（１）：着色剤、樹脂（Ｐ）、水溶性無機塩及び水溶性有機溶剤を含有する混合物
を混練して微細化する工程。」
「工程（２）：水溶性無機塩及び水溶性有機溶剤を除去する工程。」
【０１００】
　工程（１）の着色剤の微細化方法は、特に限定されず任意の方法を適用できるが、ソル
トミリング処理による摩砕混練工程等が好適である。
　例えば、少なくとも着色剤、樹脂（Ｐ）、水溶性無機塩及び水溶性有機溶剤を含有する
混合物を、ニーダー、自転公転ミキサー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル
、アトライター、横型サンドミル、縦型サンドミル及び／又はアニューラ型ビーズミル等
の混練機を用いて摩砕混練を行うことができる。また着色剤の種類や、求められている微
細化の程度等に応じて、処理条件等を適宜調整することができ、機械的に混練する際に加
熱を行うことが好ましい。これらの摩砕混練方法の中でも、樹脂（Ｐ）の着色剤への吸着
量を飛躍的に向上させるために、ニーダーを使用することが好ましい。
【０１０１】
　水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、水溶性無機塩の硬度の高さを利用し
て着色剤を破砕する。摩砕混練方法で使用する水溶性無機塩は、その名称の如く水溶性を
示す無機塩であればよく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で限定されない。好ましい例と
して、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウム等が挙げられる。
価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いることが好ましい。
【０１０２】
　摩砕混練方法で使用する水溶性有機溶剤は、着色剤及び水溶性無機塩を湿潤する働きを
するものであり、水に溶解（混和）し、且つ用いる水溶性無機塩を実質的に溶解しないも
のである必要がある。更に、樹脂（Ｐ）と適度に親和性がある必要がある。
　そのような水溶性有機溶剤としては、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、プロピレングリコール、ポリ
エチレングリコール、ポリプロピレングリコールなどのグリコール類；ブタンジオール、
ペンタンジオール、ヘキサンジオール、及びこれらと同族のジオールなどのジオール類；
 ラウリン酸プロピレングリコールなどのグリコールエステル；ジエチレングリコールモ
ノエチル、ジエチレングリコールモノブチル、ジエチレングリコールモノヘキシルの各エ
ーテル、プロピレングリコールエーテル、ジプロピレングリコールエーテル、及びトリエ
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チレングリコールエーテルを含むセロソルブなどのグリコールエーテル類；メタノール、
エタノール、イソプロピルアルコール、１－プロパノール、２－プロパノール、１－ブタ
ノール、２－ブタノール、ブチルアルコール、ペンチルアルコール、及びこれらと同族の
アルコールなどのアルコール類；あるいは、スルホラン；γ－ブチロラクトンなどのラク
トン類；Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ピロリドンなどのラクタム類；グリセリン及びそ
の誘導体など、水溶性有機溶剤として知られる他の各種の溶剤などを挙げることができる
。これらの水溶性有機溶剤は１種又は２種以上混合して用いることができる。
【０１０３】
　中でも、高沸点、低揮発性で、高表面張力の多価アルコール類が好ましく、特にジエチ
レングリコール、トリエチレングリコール等のグリコール類が好ましい。
【０１０４】
　また、水溶性有機溶剤の加える量は特に限定されないが、着色剤１００質量部に対し、
５～１，０００質量部用いることが好ましく、５０～５００質量部用いることがより好ま
しい。また、水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、着色剤１００質量部に対
し、５０～２，０００質量部用いることが好ましく、３００～１，０００質量部用いるこ
とがより好ましい。また、樹脂（Ｐ）は、印字濃度及び保存安定性の観点から、固形分換
算で着色剤１００質量部に対し、５～１００質量部用いることが好ましく、１０～８０質
量部用いることが好ましい。
【０１０５】
　工程（２）は、例えば工程（１）を行った後、摩砕混練機から着色剤を含む混合物を取
り出し、イオン交換水を投入して撹拌を行い、懸濁液を得る。加える水の分量は、懸濁液
を得るのに充分な量であればよく、特に限定されない。必要に応じて加温してもよい。例
えば、工程（１）の重量の１０～１０，０００倍の重量の水を加えて混合撹拌する。この
ときの混合撹拌条件は特に限定されないが、温度２５～９０℃で行うことが好ましい。つ
いで、ろ過等の操作により、ろ液を除去することで、摩砕混練機で用いた水溶性有機溶剤
、水溶性無機塩を除去することができ、着色剤が樹脂（Ｐ）で被覆された着色剤粒子を得
ることができる。厳密に言えば、上記着色剤粒子はイオン交換水を含むので、さらに水を
除去する工程を行ってもよい。水を除去する方法であれば限定されないが、好適な方法と
しては、乾燥処理を行う方法を挙げることができる。乾燥条件としては、例えば、常圧下
、８０～１２０℃の範囲で１２～４８時間程度の乾燥を行う方法、減圧下、２５～８０℃
 の範囲で１２～６０時間程度の乾燥を行う方法などが例示できる。乾燥処理は特に限定
されないが、スプレードライ装置を利用する方法も例示できる。乾燥処理と同時もしくは
乾燥処理後に粉砕処理を行ってもよい。
【０１０６】
［樹脂吸着量］
　着色剤粒子表面への樹脂吸着率は、浸透性の高い溶剤と、沸点が高い溶剤を添加した際
の分散安定性の観点から、３０質量％以上である。樹脂吸着率が３０質量％未満であると
、着色剤表面への樹脂の吸着及び被覆が不十分であり、着色剤に吸着した樹脂と後述の架
橋剤との反応が効果的に進まず、水性着色剤分散体の分散安定性が悪くなる。また、未吸
着の樹脂との架橋反応が進み、経時安定性も悪くなる。
　樹脂吸着率は、好ましく４５質量％以上であり、特に好ましくは６０質量％以上である
。なお、樹脂吸着率の測定方法は、実施例で詳細に記載する。
【０１０７】
＜塩基性化合物＞
　本発明の水性着色剤分散体は、塩基性化合物を添加し、樹脂（Ｐ）の一般式（１）もし
くはカルボキシル基を中和することで、着色剤粒子の分散安定化を図ることができる。
　このために、水性着色剤分散体及びそれを用いたインクジェット記録用インクは中性又
はアルカリ性に調整されたものであることが好ましい。但し、アルカリ性が強過ぎると、
インクジェット記録装置に使われている種々の部材の腐食の原因となる場合があるので、
７～１０のｐＨ範囲とするのが好ましい。この際に使用されるｐＨ調整剤としては、下記
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のものが挙げられる。例えば、アンモニア水、ジメチルアミノエタノール、ジエタノール
アミン、トリエタノールアミン、トリスヒドロキシメチルアミノメタン等の各種有機アミ
ン、水酸化ナトリウム、水酸化リチウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属の水酸化物等
の無機アルカリ剤、有機酸や鉱酸等を使用することができる。
【０１０８】
　樹脂（Ｐ）の中和度は、水性着色剤分散体の保存安定性の観点から、１０～１００モル
％であることが好ましく、３０～１００モル％であることがより好ましく、５０～１００
モル％であることが特に好ましい。ここで中和度は、下記式によって求めることができる
。
｛［中和剤の重量（ｇ）／中和剤の当量］／［樹脂（Ｐ）の酸価（ＫＯＨｍｇ／ｇ）×樹
脂（Ｐ）の重量（ｇ）／（５６×１０００）］｝×１００
【０１０９】
＜架橋剤＞
　本発明の分散体は、架橋剤を含んでもよい。架橋剤としては、樹脂（Ｐ）を適度に架橋
するため、分子中に２つ以上のカルボキシル基と反応しうる反応性官能基を有する化合物
が好ましく用いられる。具体的には、イソシアネート基、アジリジン基、カルボジイミド
基、オキセタン基、オキサゾリン基及びエポキシ基からなる群から選ばれる少なくとも一
種の基が好ましく挙げられ、より好ましくはエポキシ基である。
【０１１０】
　架橋剤の重量平均分子量（Ｍｗ）は、反応のし易さ、及び保存安定性の観点から、１０
０～２，０００が好ましく、１２０～１，５００が更に好ましく、１５０～１，０００が
特に好ましい。架橋剤に含まれる反応性官能基の数は、架橋後の樹脂（Ｐ）の分子量を制
御して保存安定性を向上する観点から、２～６が好ましい。
【０１１１】
　本発明に用いられる架橋剤の具体例としては、下記が挙げられる。
　分子中に２以上のイソシアネート基を有する化合物：例えば、有機ポリイソシアネート
又はイソシアネート基末端プレポリマー。
　有機ポリイソシアネートとしては、例えばヘキサメチレンジイソシアネート、２，２，
４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等の脂肪族ジイソシアネート；トリレン
－２，４－ジイソシアネート、フェニレンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート
； 脂環式ジイソシアネート；芳香族トリイソシアネート；それらのウレタン変性体等の
変性体が挙げられる。イソシアネート基末端プレポリマーは、有機ポリイソシアネート又
はその変性体と低分子量ポリオール等とを反応させることにより得ることができる。
【０１１２】
　分子中に２つ以上のアジリジン基を有する化合物：例えば、Ｎ，Ｎ'－ジフェニルメタ
ン－４，４'－ビス（１－アジリジンカルボキサイト）、Ｎ，Ｎ'－トルエン－２，４－ビ
ス（１－アジリジンカルボキサイト）、ビスイソフタロイル－１－（２－メチルアジリジ
ン）、トリ－１－アジリジニルホスフィンオキサイド、Ｎ，Ｎ'－ヘキサメチレン－１，
６－ビス（１－アジリジンカルボキサイト）、２，２'－ビスヒドロキシメチルブタノー
ル－トリス［３－（１－アジリジニル）プロピオネート］、トリメチロールプロパントリ
－β－アジリジニルプロピオネート、テトラメチロールメタントリ－β－アジリジニルプ
ロピオネート、トリス－２，４，６－（１－アジリジニル）－１、３、５－トリアジン、
４，４'－ビス（エチレンイミノカルボニルアミノ）ジフェニルメタン等が挙げられる。
【０１１３】
　分子中に２つ以上のカルボジイミド基を有する化合物：例えば、カルボジイミド化触媒
の存在下でジイソシアネート化合物を脱炭酸縮合反応させることによって生成した高分子
量ポリカルボジイミドが挙げられる。このような高分子量ポリカルボジイミドとしては、
日清紡績株式会社のカルボジライトシリーズが挙げられる。
【０１１４】
　分子中に２つ以上のオキセタン基を有する化合物：例えば、４，４'－（３－エチルオ
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キセタン－３－イルメチルオキシメチル）ビフェニル（ＯＸＢＰ）、３－エチル－３－ヒ
ドロキシメチルオキセタン（ＥＨＯ）、１,４－ビス［｛（３－エチル－３－オキセタニ
ル）メトキシ｝メチル］ベンゼン（ＸＤＯ）、ジ［１－エチル（３－オキセタニル）］メ
チルエーテル（ＤＯＸ）、ジ[1－エチル（3－オキセタニル）]メチルエーテル（ＤＯＥ）
、1,6－ビス[（3－エチル－3－オキセタニル）メトキシ]ヘキサン（ＨＤＢ）、９,９－ビ
ス［２－メチル－４－｛２－（３－オキセタニル）｝ブトキシフェニル］フルオレン、９
,９－ビス［４－［２－｛２－（３－オキセタニル）｝ブトキシ］エトキシフェニル］フ
ルオレン等が挙げられる。
【０１１５】
　分子中に２以上のオキサゾリン基を有する化合物： 例えば、脂肪族基又は芳香族基に
２個以上、好ましくは２～３個のオキサゾリン基が結合した化合物、より具体的には２，
 ２’－ビス（２－オキサゾリン）、１，３－フェニレンビスオキサゾリン、１，３－ベ
ンゾビスオキサゾリン等のビスオキサゾリン化合物、該化合物と多塩基性カルボン酸とを
反応させて得られる末端オキサゾリン基を有する化合物。
【０１１６】
　分子中に２つ以上のエポキシ基を有する化合物： 例えば、エチレングリコールジグリ
シジルエーテル、ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコ
ールジグリシジルエーテル、グリセリントリグリシジルエーテル、グリセロールポリグリ
シジルエーテル、ポリグリセロールポリグリシジルエーテル、トリメチロールプロパンポ
リグリシジルエーテル、ソルビトールポリグリシジルエーテル、ペンタエリスリトールポ
リグリシジルエーテル、レゾルシノールジグリシジルエーテル、ネオペンチルグリコール
ジグリシジルエーテル、水添ビスフェノールＡ 型ジグリシジルエーテル等のポリグリシ
ジルエーテル。
【０１１７】
　これらの中では、分子中に２以上のエポキシ基を有する化合物が好ましく、特にエチレ
ングリコールジグリシジルエーテル、トリメチロールプロパンポリグリシジルエーテルが
好ましい。
【０１１８】
　架橋剤は、水中で効率よく樹脂（Ｐ）のカルボキシル基と反応する観点から、適度に水
溶性があることが好ましく、例えば架橋剤を２５℃の水１００ｇに溶解させたときに、そ
の溶解量が０．１～５０ｇが好ましく、０．２～４０ｇがさらに好ましく、更に好ましく
は０．５～３０ｇが最も好ましい。
【０１１９】
　架橋剤の添加量は、前記樹脂（Ｐ）のカルボキシル基を１０～１００モル％反応させる
量であることが好ましい。中でも３０～１００モル％反応させる量を添加することがより
好ましく、３０～９０モル％反応させる量を添加することが好ましい。
【０１２０】
＜水性着色剤分散体の製造＞
　本発明の水性着色剤分散体は、少なくとも着色剤粒子、塩基性化合物及び水を含む。こ
れらの水性着色剤分散体の製造方法としては、水性着色剤分散体の保存安定性の観点から
、以下の工程（３）及び工程（４）を順次行うことが好ましい。
「工程（３）：着色剤粒子と、塩基性化合物と水を添加して、樹脂（Ｐ）のカルボキシル
基を中和する工程。」
「工程（４）：架橋剤を添加して樹脂（Ｐ）と架橋させる工程。」
【０１２１】
　樹脂（Ｐ）のカルボキシル基を中和する工程と架橋剤を添加して樹脂（Ｐ）と架橋させ
る工程では、温度、時間は適宜選択して決定することができる。中和工程の時間は、好ま
しくは０ ．５～１０時間、更に好ましくは１～５ 時間、中和工程の温度は、好ましくは
４０～９５℃ である。架橋工程の時間は、好ましくは０ ．５～１０時間、更に好ましく
は１～５ 時間、架橋工程の温度は、好ましくは４０～９５℃ である
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【０１２２】
　水性着色剤分散体中の着色剤粒子の含有量は、印字濃度と保存安定性の観点から、５～
４０質量％が好ましく、１０～３０質量％以下がより好ましい。また着色剤粒子の体積メ
ディアン径は、プリンターのノズルの目詰まり防止及び保存安定性の観点から、２０～１
００ｎｍが好ましく、２５～９５ｎｍがより好ましく、３０～９０ｎｍが最も好ましい。
なお、体積メディアン径の測定は、レーザー回折・散乱法を用いる。
【０１２３】
　水性着色剤分散体中の水の含有量は、保存安定性の観点から、３０～８５質量％が好ま
しく、３０～８０質量％がより好ましい。水としては、種々のイオンを含有する一般の水
ではなく、イオン交換水（脱イオン水）を使用するのが好ましい。以下、特に断らない限
り、水はイオン交換水を指す。
【０１２４】
　本発明の水性着色剤分散体は、文具用着色剤、塗料用着色剤、印刷インク用着色剤、電
子写真用着色剤、インクジェット記録用インク用着色剤又は、捺染材用着色剤に用いるこ
とができ、特にインクジェット記録用インク用着色剤として用いるのが好ましい。
【０１２５】
＜インクジェット記録用インク＞
　次に、本発明の水性着色剤分散体を用いて、インクジェット記録用インクを形成する場
合について説明する。
【０１２６】
（水溶性溶剤）
　インクジェット記録用インクは、印刷適性を付与するために、水と混合して使用される
水溶性溶剤を含む。これらの溶剤としては、グリコールエーテル類、ジオール類が良く、
中でも（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテル、炭素数３～６のアルカンジ
オールが効果的である。これらの溶剤は基材への浸透が非常に速く、コート紙、アート紙
や塩化ビニルシート、フィルムといった低吸液性の基材に対しても、浸透が速い。そのた
め、印刷時の乾燥が速く、正確な印字を実現することができる。また、沸点が高いため、
湿潤剤としての働きは十分である。
【０１２７】
　グリコールエーテル類の具体例としては、エチレングリコールモノエチルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノプロピルエーテル、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル（ブチルジグリコール）、ジエチレングリコール
モノペンチルエーテル、ジエチレングリコールモノヘキシルエーテル、トリエチレングリ
コールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、トリエチレン
グリコールモノプロピルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラ
エチレングリコールモノメチルエーテル、テトラエチレングリコールモノブチルエーテル
、プロピレングリコールモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチル
エーテル等が挙げられる。
【０１２８】
　ジオール類の具体例としては、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール
、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，２－ペンタンジオール、１，
５－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，６－ヘキサンジオール、２－メ
チル－２，４－ペンタンジオール等が挙げられる。
【０１２９】
　この中でも効果が高いのは、ジエチレングリコールモノブチルエーテル（ブチルジグリ
コール）、ジエチレングリコールモノヘキシルエーテル、トリエチレングリコールモノメ
チルエーテル、１，２－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジ
オール、１，２－ヘキサンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオールである。こ
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れらの溶剤は単独で使用しても良く、複数を混合して使用することもできる。
【０１３０】
　さらに印刷する基材の種類によっては、その溶解性の向上を目的に、２－ピロリドン、
Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－エチルピロリドン、Ｎ－メチルオキサゾリジノン、Ｎ－エチ
ルオキサゾリジノンなどの水溶性の含窒素複素環化合物を添加することもできる。
【０１３１】
　上記したような水溶性溶剤のインクジェット記録用インク中における含有量は、一般的
には、インクの全重量の３～６０質量％が好ましく、３～５０質量％がより好ましい。ま
た、水の含有量としては、インクの全重量の１０～９０質量％が好ましく、３０～８０質
量％がより好ましい。
【０１３２】
（水性エマルション樹脂）
　さらに、本発明の水性着色剤分散体を用いたインクジェット記録用インクは、水性のエ
マルション樹脂を含有することが好ましい。水性エマルションを含有することで、粘度を
上させずに、印字した塗膜の耐性を向上させることができる。これにより、耐水性、耐溶
剤性、耐擦過性などが向上する。水溶性の樹脂を添加しても、ある程度耐性の向上は期待
できるが、粘度が上昇してしまう傾向にある。インクジェット記録用インクの場合、ノズ
ルからインクを吐出できる粘度にはある範囲があり、あまり粘度が高いとインクを吐出す
ることができなくなることがあるため、粘度の上昇を抑えることは重要である。
【０１３３】
　上記したような水性エマルションのインク中における含有量は、固形分で、インクの全
重量の２質量％以上３０質量％以下の範囲であり、より好ましくは、３質量％以上２０質
量％以下の範囲である。また、本発明の水性着色剤分散体を用いたインクジェット記録用
インクは、上記の成分の他に、必要に応じて所望の物性値を持つインクとするために、界
面活性剤、消泡剤、防腐剤等の添加剤を適宜に添加することができる。これらの添加剤の
添加量の例としては、インクの全重量に対して、０．０５質量％以上１０質量％以下が好
ましく、０．２質量％以上５質量％以下がさらに好ましい。
【０１３４】
　このように作製したインクジェット記録用インクは、各種のインクジェット用プリンタ
ーに好適に用いることができる。適用可能なインクジェットの方式は特に限定するもので
はないが、荷電制御型、スプレー型等の連続噴射型、ピエゾ方式、サーマル方式、静電吸
引方式等のオンデマンド型の公知のものを例示することができる。
【実施例】
【０１３５】
　以下、実施例及び比較例を挙げて本発明を更に具体的に説明する。尚、以下の記載にお
いて、「部」及び「％」とあるものは、「質量部」及び「質量％」を表す。
【０１３６】
（重量平均分子量（Ｍｗ））
　重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソ－社製）を用い、ＲＩ検出器を
装備したＧＰＣ（東ソ－社製、ＨＬＣ－８３２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを用いて
測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０１３７】
（酸価）
　三角フラスコ中に試料、約１ｇを精密に量り採り、蒸留水／ジオキサン（重量比：蒸留
水／ジオキサン＝１／９）混合液５０ｍｌを加えて溶解する。上記試料溶液に対して、電
位差測定装置（京都電子工業株式会社製、装置名「電位差自動滴定装置 ＡＴ－７１０Ｍ
」）を用いて、０．１ｍｏｌ／Ｌ水酸化カリウム・エタノール溶液（力価Ｆ）で滴定を行
い、滴定終点までに必要な水酸化カリウム・エタノール溶液の量（ａ（ｍＬ））を測定し
た。乾燥状態の樹脂の値として、酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）を次式により求めた。
酸価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）＝｛（５.６１１×ａ×Ｆ）／Ｓ｝／（不揮発分濃度／１００）
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ただし、Ｓ：試料の採取量（ｇ）
　ａ：０．１ｍｏｌ／Ｌ水酸化カリウム・エタノール溶液の消費量（ｍｌ）
　Ｆ：０．１ｍｏｌ／Ｌ水酸化カリウム・エタノール溶液の力価
【０１３８】
（アミン価）
　三角フラスコ中に試料、約１ｇを精密に量り採り、蒸留水／ジオキサン（重量比：蒸留
水／ジオキサン＝１／９）混合液５０ｍｌを加えて溶解する。上記試料溶液に対して、電
位差測定装置（京都電子工業株式会社製、装置名「電位差自動滴定装置 ＡＴ－７１０Ｍ
」）を用いて、０．０２ｍｏｌ／Ｌ過塩素酸・ジオキサン溶液（力価ｆ）で滴定を行い、
滴定終点までに必要な過塩素酸・ジオキサン溶液の量（ｂ（ｍＬ））を測定した。乾燥状
態の樹脂の値として、アミン価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）を次式により求めた。
アミン価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）＝｛（５.６１１×ｂ×ｆ）／Ｓ｝／（不揮発分濃度／１０
０）
ただし、Ｓ：試料の採取量（ｇ）
　ｂ：０．０２ｍｏｌ／Ｌ過塩素酸・ジオキサン溶液の消費量（ｍｌ）
　ｆ：０．０２ｍｏｌ／Ｌ過塩素酸・ジオキサン溶液の力価
【０１３９】
＜樹脂（Ｐ）の製造＞
（樹脂Ｐ－１）
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反
応容器にブタノール１００．０部、アデカスタブＬＡ－８２（株式会社ＡＤＥＫＡ製）２
０．０部、ベンジルメタクリレート４０．０部、単量体Ａ１　２０．０部、メタクリル酸
２０．０部、チオグリセロール２．０部を仕込み、反応容器内を窒素置換した。反応容器
内を１１０℃に加熱して、２，２'－アゾビスイソブチロニトリル０．３部を添加したの
ち、７時間反応させた。続いて変性種として１，３－プロパンスルトンを１０．２部、ブ
タノール５０．０部を上記容器内に投入し、１１０℃で７時間反応を続けアミン価が消失
したところで、室温まで冷却し反応を終了した。得られた溶液を４０℃真空で２４時間乾
燥させ、重量平均分子量７，０００、酸価１６１ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂Ｐ－１を得た。
【０１４０】
（樹脂Ｐ－２～Ｐ－１９の調製）
　表１に記載の様に原料を変更した以外は樹脂Ｐ－１と同様にして合成し、樹脂Ｐ－２～
Ｐ－１９を得た。
【０１４１】
（樹脂Ｐ’－１）
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反
応容器にブタノール１００．０部、Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート１０．０部
、ｎ－ブチルアクリレート４０．０部、ベヘニルアクリレート２０．０部、ベンジルメタ
クリレート１０．０部、単量体Ａ２を２０．０部、チオグリセロール０．４部を仕込み、
反応容器内を窒素置換した。反応容器内を１１０℃に加熱して、２，２'－アゾビスイソ
ブチロニトリル０．３部を添加したのち、７時間反応させた。得られた溶液を４０℃真空
で２４時間乾燥させ、重量平均分子量４０，０００、酸価０の樹脂Ｐ’－１を得た。
【０１４２】
（樹脂Ｐ’－２～Ｐ’－３の調製）
　表１に記載の様に原料を変更した以外は樹脂Ｐ’－１と同様にして合成し、樹脂Ｐ’－
２～Ｐ’－３を得た。
【０１４３】
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【表１】
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【０１４４】
　以下に、表１中の略称を示す。
ＤＭＡＥＭＡ：Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート
ＤＭＡＰＭＡ：Ｎ－（３－ジメチルアミノプロピル）メタクリルアミド
ＬＡ８２：アデカスタブＬＡ－８２（株式会社ＡＤＥＫＡ製）
ＢＡ：ｎ－ブチルアクリレート 
ＶＡ：ベヘニルアクリレート
ＢｚＭＡ：ベンジルメタクリレート
単量体Ａ１：一般式（４）において、Ｒ１＝メチル基、Ｒ２＝エチレン基、Ｒ３＝メチル
基、ｍ＝２３である単量体
単量体Ａ２：一般式（４）において、Ｒ１＝メチル基、Ｒ２＝エチレン基、Ｒ３＝メチル
基、ｍ＝４である単量体
ＭＡＡ：メタクリル酸
【０１４５】
＜着色剤粒子の製造＞
（着色剤粒子Ｚ－１）
　着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメント　レッド１２２（ＤＩＣ社製「ＦＡＳＴＯＧＥＮＳｕ
ｐｅｒＭａｇｅｎｔａＲＧ Ｔ」）（以下、ＰＲ１２２と示す）３５．０部、樹脂（Ｐ）
としてＰ－１を１２．２５部、水溶性無機塩として塩化ナトリウム１７５．０部、水溶性
有機溶剤としてジエチレングリコール６．４部をステンレス製ガロンニーダー（井上製作
所社製）に仕込み、８０℃で３時間混練した。この混合物を室温に冷却し、水１，０００
部に投入し、約４０℃に加熱しながらハイスピードミキサーで約１時間攪拌してスラリー
状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及び水溶性有機溶剤を除き、減圧下４０
℃で乾燥して着色剤粒子を得た。
【０１４６】
（着色剤粒子Ｚ－２～Ｚ－２１、Ｚ－２３～Ｚ－２６）
　表２に記載の様に原料を変更した以外は着色剤粒子Ｚ－１と同様にして調製し、着色剤
粒子Ｚ－２～Ｚ－２１、Ｚ－２３～Ｚ－２６を得た。
【０１４７】
（着色剤粒子Ｚ－２２）
　着色剤としてＰＲ１２２　３５．０部、樹脂（Ｐ）としてＰ－１を１２．２５部、水溶
性有機溶剤としてジエチレングリコール２０．０部を、ハイスピードミキサーで１０分間
攪拌した。この混合物を水１，０００部に投入し、約４０℃に加熱しながらハイスピード
ミキサーで約１時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して水溶性有機溶剤を
除き、減圧下４０℃で乾燥して着色剤粒子Ｚ－２２を得た。
【０１４８】
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【表２】

【０１４９】
　以下に、表２中の略称を示す。
ＰＲ１２２：　Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド１２２、ＤＩＣ社製、「ＦＡＳＴＯＧＥＮＳ
ｕｐｅｒＭａｇｅｎｔａＲＧ Ｔ」
ＰＹ１８０：　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、クラリアントジャパン社製、「ＮＯ
ＶＯＰＥＲＭ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｐ－ＨＧ」
【０１５０】
＜水性着色剤分散体の製造＞
【０１５１】
［実施例１］
（水性着色剤分散体Ｃ－１）
　着色剤粒子Ｚ－１を２０．０部、塩基性化合物として１０％水酸化カリウム水溶液を、
用いた樹脂（Ｐ）の酸価から中和度が１００％になるように１９．７部、防腐剤としてＰ
ＲＯＸＥＬ　ＧＸＬ（Ｓ）（Ｌｏｎｚａ製）を０．０３部、さらに不揮発分が２２％にな
るようにイオン交換水を加え、７０℃のオイルバスで加温しながらディスパーで約１時間
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撹拌し、その後室温まで冷却した。次いで超音波照射機（商品名「ＵＰ４００Ｓ」、ｈｉ
ｅｌｓｃｈｅｒ社製）を使用し、氷冷下で１０分間超音波照射させた。なお、超音波照射
機の振幅は７０％とした。
　次いで、架橋剤としてデナコールＥＸ３２１（エポキシ架橋剤、ナガセケムテックス製
、不揮発分１００％、エポキシ当量１４０ｇ／ｅｑ）を着色剤粒子に使用した樹脂（Ｐ）
のカルボン酸／架橋剤モル比で０．５ｅｑになるように、１．８１部（不揮発分１００％
換算で１．８１部）加え７０℃に昇温させ、さらに約１時間撹拌し、再度不揮発分が２２
％になるようにイオン交換水で調整し、水性着色剤分散体Ｃ－１を得た。
【０１５２】
［実施例２～２１、２３、２５～３１、比較例２～３］
（水性着色剤分散体Ｃ－２～Ｃ－２１、Ｃ－２３、Ｃ－２５～３１、Ｃ－３３～３４）
　使用する着色剤粒子、塩基性化合物、架橋剤を表３に従って変更した以外は、実施例１
と同様にして水性着色剤分散体Ｃ－２～Ｃ－２１、Ｃ－２３、Ｃ－２５～３１、Ｃ－３３
～３４を得た。
【０１５３】
［実施例２２］
（水性着色剤分散体Ｃ－２２）
　着色剤粒子（Ｚ－２２）を２０．０部、用いた樹脂（Ｐ）の酸価から中和度が１００％
になるように塩基性化合物として１０％水酸化カリウム水溶液を１９．７部、防腐剤とし
てＰＲＯＸＥＬ　ＧＸＬ（Ｓ）（Ｌｏｎｚａ製）を０．０３部、さらに不揮発分が２２％
になるようにイオン交換水を加え、均一になるようにハイスピードミキサーで予備分散し
た後、直径０．５ｍｍジルコニアビーズ１８００ｇを充填した容積０．６Ｌのダイノーミ
ルを用いて２時間本分散を行った。
　次いで、架橋剤としてデナコールＥＸ３２１（エポキシ架橋剤、ナガセケムテックス製
、不揮発分１００％、エポキシ当量１４０ｇ／ｅｑ）を着色剤粒子に使用した樹脂（Ｐ）
のカルボン酸／架橋剤モル比で０．５ｅｑになるように、１．８１部（不揮発分１００％
換算で１．８１部）加え７０℃に昇温させ、さらに約１時間撹拌し、再度不揮発分が２２
％になるようにイオン交換水で調整し、水性着色剤分散体Ｃ－２２を得た。
【０１５４】
［実施例２４］
（水性着色剤分散体Ｃ－２４）
　着色剤粒子（Ｚ－１）を２０．０部、塩基性化合物として１０％水酸化カリウム水溶液
を、用いた樹脂（Ｐ）の酸価から中和度が１００％になるように１９．７部、防腐剤とし
てＰＲＯＸＥＬ　ＧＸＬ（Ｓ）（Ｌｏｎｚａ製）を０．０３部、さらに不揮発分が２２％
になるようにイオン交換水を加え、７０℃のオイルバスで加温しながらディスパーで約１
時間撹拌し、その後室温まで冷却した。次いで超音波照射機（商品名「ＵＰ４００Ｓ」、
ｈｉｅｌｓｃｈｅｒ社製）を使用し、氷冷下で１０分間超音波照射し、水性着色剤分散体
Ｃ－２４を得た。なお、超音波照射機の振幅は７０％とした。なお、本明細書で実施例２
４は参考例である。さらに実施例２４の水性着色剤分散体Ｃ－２４を使用した実施例５５
も参考例である。
 
【０１５５】
［比較例１］
（水性着色剤分散体Ｃ－３２）
　着色剤粒子（Ｚ－２４）を２０．０部、防腐剤としてＰＲＯＸＥＬ　ＧＸＬ（Ｓ）（Ｌ
ｏｎｚａ製）を０．０３部、さらに不揮発分が２２％になるようにイオン交換水を加え、
７０℃のオイルバスで加温しながらディスパーで約１時間撹拌した。次いで超音波照射機
（商品名「ＵＰ４００Ｓ」、ｈｉｅｌｓｃｈｅｒ社製）を使用し、氷冷下で１０分間超音
波照射し、水性着色剤分散体Ｃ－３２を得た。なお、超音波照射機の振幅は７０％とした
。
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［比較例４］
（水性着色剤分散体Ｃ－３５）
　使用する着色剤を表３に従って変更した以外は、比較例１と同様にして水性着色剤分散
体Ｃ－３５を得た。
【０１５７】
＜着色剤粒子の評価＞
（樹脂吸着率の測定）
　得られた水性着色剤分散体を、超遠心分離機で１００，０００ｒｐｍで６時間遠心分離
を行い、着色剤粒子を沈降させた。その後上澄みが透明であることを確認して上澄み液を
採取し、上澄み液の不揮発分を測定し、吸着されなかった樹脂量（カリウムイオンとイオ
ン結合した状態のもの）を算出した。この時、着色剤に吸着し着色剤を被覆した樹脂は、
着色剤粒子とともに沈降し、着色剤に吸着されていない樹脂は上澄み液中に溶解すること
から、樹脂吸着量を下記の式に従い算出した。
樹脂吸着率（％）＝（初期の樹脂量－上澄みの樹脂量）×１００／初期の樹脂量
初期の樹脂量：着色剤粒子使用量×樹脂（Ｐ）の対顔料比
上澄みの樹脂量：（上澄みの不揮発分×（試験用水性着色剤分散体全重量―試験用水性着
色剤分散体の固形分量）
【０１５８】
＜水性着色剤分散体の評価＞
　得られた水性着色剤分散体について、以下の評価を行った。結果を表３に示す。
【０１５９】
（体積メディアン径Ｄ５０）
　得られた水性着色剤分散体を５００倍に水希釈し、該希釈液約５ｍｌを動的光散乱測定
法（測定装置はマイクロトラック（株）日機装製）により測定をおこなった。この時、得
られた体積粒子径分布データ（ヒストグラム）のピークを（Ｄ５０）とした。
【０１６０】
（経時保存安定性６０℃）
　水性着色剤分散体を６０℃の恒温機に２週間保存・経時促進させた後、体積メディアン
径Ｄ５０を測定し、その変化率を算出し、以下の基準で評価した。
　◎　：Ｄ５０変化率が±１０％未満（きわめて良好）
　○　：Ｄ５０変化率が±１０％以上±２０％未満（良好）
　○△：Ｄ５０変化率が±２０％以上±３０％未満（実用上問題なし）
　△　：Ｄ５０変化率が±３０％以上±５０％未満（実用上問題なし）
　×　：Ｄ５０変化率が±５０％以上（不良）
【０１６１】
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【表３】

 
【０１６２】
　表３中の略称を以下に示す。
ＫＯＨ：水酸化カリウム
ＤＭＡＥ：Ｎ－ジメチル－２－アミノエタノール
ＮａＯＨ：水酸化ナトリウム
Ｔｒｉｓ：トリスヒドロキシメチルアミノメタン
ＥＸ３２１：ナガセケムテックス製、デナコールＥＸ３２１、エポキシ架橋剤、不揮発分
１００％、エポキシ当量１４０ｇ／ｅｑ
ＤＺ－２２Ｅ：日本触媒製、ケミタイトＤＺ－２２Ｅアジリジン架橋剤、不揮発分３０％
、アジリジン当量１６８ｇ／ｅｑ
Ｖ０２：日清紡製、カルボジライトＶ０２カルボジイミド架橋剤、不揮発分４０％、カル
ボジイミド当量５９０ｇ／ｅｑ
【０１６３】
＜インクジェット記録用インクの製造＞
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［実施例３２］
（インクジェット記録用インクＪ－１）
　実施例１で得られた水性着色剤分散体Ｃ－１を３３．３部、プロピレングリコールを１
６．６５部、１，２－ヘキサンジオールを１６．６５部、イオン交換水を３３．３部、レ
ベリング剤としてサーフィノールＤＦ１１０Ｄ（エアープロダクツジャパン製）を０．１
部、消泡剤として２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオールを０．
１部混合し、インクジェット記録用インキＪ－１を作製した。
【０１６４】
［実施例３３～６４、比較例５～８］
（インクジェット記録用インクＪ－２～３７）
　使用する水性着色剤分散体、混合溶媒を表４に従って変更した以外は、実施例３２と同
様にしてインクジェット記録用インクＪ－２～Ｊ－３７を得た。
【０１６５】
＜インクジェット記録用インクの評価＞
　得られたインクジェット記録用インクについて、以下の評価を行った。結果を表４に示
す。
【０１６６】
（体積メディアン径Ｄ５０）
　得られたインクジェット記録用インキを１００倍に水希釈し、該希釈液約５ｍｌを動的
光散乱測定法（測定装置はマイクロトラック（株）日機装製）により測定をおこなった。
この時、得られた体積粒子径分布データ（ヒストグラム）のピークを（Ｄ５０）μｍとし
た。
【０１６７】
（経時保存安定性２５℃）
　インクジェット記録用インクを２５℃の恒温機に９か月間保存し、先述の体積メディア
ン径Ｄ５０の測定と同様に測定、評価を行った。経時保存前のインクジェット記録用イン
キのＤ５０値と比較して変化率を算出し、以下の基準で評価した。
　◎：Ｄ５０変化率が±５％未満（非常に良好）
　○：Ｄ５０変化率が±５％以上±１５％未満（特に良好）
　△：Ｄ５０変化率が±１５％以上±２５％未満（実用上問題無し）
　×：Ｄ５０変化率が±２５％以上（不良）
【０１６８】
（経時保存安定性６０℃）
　インクジェット記録用インクを６０℃の恒温機に２週間保存・経時促進させた後、先述
の体積メディアン径Ｄ５０の測定と同様に測定、評価を行った。経時保存前のインクジェ
ット記録用インキのＤ５０値と比較して変化率を算出し、以下の基準で評価した。
　◎：Ｄ５０変化率が±１０％未満（きわめて良好）
　○：Ｄ５０変化率が±１０％以上±３０％未満（良好）
　△：Ｄ５０変化率が±３０％以上５０％未満（実用上問題なし）
　×：Ｄ５０変化率が±５０％以上（不良）
【０１６９】
（印刷評価_ドットつながり／印刷ムラ）
　得られたインクジェット記録用インクをインクジェットプリンター（エプソン社製「Ｐ
Ｍ－７５０Ｃ」）のカートリッジに詰めて、コート紙（王子製紙製ＯＫトップコート＋、
米坪１０４．７ｇ／ｍ２）に印刷した。印刷したサンプルをルーペで観察し、ドットのつ
ながりと色のムラを目視で観察し、以下の基準で評価した。
＜ドットつながり＞
　◎：ドットのつながりが全くない（非常に良好）、
　○：ドットのつながりがわずかにある（実用上問題なし）
　×：ドットのつながりがある（不良）
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＜印刷ムラ＞
　◎：色のムラが全くない（非常に良好）、
　○：色のムラがわずかにある（実用上問題なし）
　×：色のムラがある（不良）
【０１７０】
【表４】

【０１７１】
　表３、４の結果から明らかなように、一般式（１）の骨格をもつ樹脂を用いると、比較
例１のように類似の塩基骨格をもつ樹脂、比較例２や比較例６で用いた樹脂Ｐ′－２のよ
うに酸・塩基のモノマーを混合して共重合した樹脂と比べて、体積メディアン径の微細化
、経時安定性、印刷適性が好ましい結果が得られた。これは、一般式（１）の構造のよう
な、極端に電荷が密集した構造がポリマーの一部に組み込まれることで、樹脂を含有する
着色剤粒子の電荷反発や、樹脂と着色剤の吸着に効果的に機能したと考えられる。
【０１７２】
　また、実施例６～９、実施例３７～４０のように、一般式（１）の骨格をもつ樹脂の重
量平均分子量が５０００～２０，０００であると、着色剤の微細化、分散安定化が好まし
くなることが分かる。着色剤の分散には、着色剤と樹脂との相互作用や、樹脂同士の立体
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反発が重要であり、重量平均分子量が５０００以上であるとこれらの効果が顕著になるた
めと想像される。また、重量平均分子量が２０，０００以下であると、樹脂そのものの粘
度が下がり、着色剤と樹脂の親和性が向上し、分散安定化に適切な着色剤粒子が形成され
ると考えられる。
【０１７３】
　実施例１、実施例１０～１２、実施例３２、実施例４１～４３のように、樹脂の構成成
分として一般式（１）の骨格に加え、カルボキシル基や炭素原子数のアルキレンオキサイ
ド骨格を含む場合、塩基性化合物との中和塩形成による電荷反発がより強くなるほか、着
色剤粒子の水への親和性が向上し、着色剤の微細化、分散安定性が向上する。
【０１７４】
　実施例１、実施例２４、実施例３２、実施例５５のように、水性着色剤分散体に架橋剤
が含まれると、より着色剤の微細化や分散安定化が向上する。これは、着色剤粒子に含ま
れる樹脂が架橋剤により架橋され、着色剤との吸着がより強固となるためである。一般式
（１）の構造は電荷が密集した構造をもっており、架橋剤と組み合わせることで樹脂が着
色剤から離脱することを効果的に防ぐことができると共に、高分子鎖が密集することで一
般式（１）の構造の効果を高めることができる。
【０１７５】
　実施例１、実施例２２、実施例３２、実施例５３のように、樹脂吸着率が３０％以上で
あると、経時保存安定性や印刷適性に特に優れる水性着色剤分散体及びインクジェット記
録用インクが得られることがわかった。これは、着色剤表面への樹脂の吸着及び被覆が十
分であり、着色剤に吸着した樹脂と架橋剤との反応が効果的に進み、着色剤が強固に樹脂
被覆されることで、浸透性の高い溶剤や沸点が高い溶剤を添加しても安定性が保たれると
考えられる。
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